
  

千葉市路上喫煙等及び空き缶等の散乱の防止に関する条例施行規則 

 

 

 （趣旨） 

第１条 この規則は、千葉市路上喫煙等及び空き缶等の散乱の防止に関

する条例（平成２２年千葉市条例第１００号。以下「条例」という。）

の施行に関し必要な事項を定めるものとする。 

 （定義） 

第２条 この規則における用語の意義は、条例の例による。 

 （取締り地区の指定等に係る告示） 

第３条 条例第８条第２項の規則で定める事項は、次の各号に掲げる場

合の区分に応じ、当該各号に定める事項とする。 

（１）新たに取締り地区を指定した場合 次に掲げる事項 

  ア 指定した取締り地区の名称及び区域 

  イ 指定の効力が生ずる期日 

（２）指定した取締り地区について区域を変更した場合 次に掲げる事

項 

  ア 変更を行った取締り地区の名称 

  イ 変更した内容 

  ウ 変更の効力が生ずる期日 

（３）指定を解除した場合 次に掲げる事項 

  ア 解除した取締り地区の名称 

  イ 解除の効力が生ずる期日 

 （取締り地区の標識の設置） 

第４条 市長は、条例第８条第１項の規定により取締り地区を指定した

ときは、当該取締り地区内に取締り地区であることを示す標識を設置

するものとする。 

 （巡視員証の携帯等） 

第５条 条例第１４条の規定による過料の処分（以下「過料処分」とい

う。）に係る事務に従事する職員は、路上喫煙等・ポイ捨て防止巡視



員証（様式第１号）を携帯し、過料処分を受ける者の請求があるとき

は、これを提示しなければならない。 

 （過料処分） 

第６条 過料処分をしようとする場合における地方自治法（昭和２２年

法律第６７号）第２５５条の３第１項の規定による告知及び弁明の機

会の付与は、告知・弁明書（様式第２号）を交付して行うものとする。 

２ 過料処分は、過料処分決定通知書（様式第３号）を交付して行うも

のとする。 

 （委任） 

第７条 この規則に定めるもののほか、この規則の施行に関し必要な事

項は、別に定める。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この規則は、平成２３年１月１日から施行する。ただし、第６条の

規定は、同年７月１日から施行する。 

 （千葉市空き缶等の散乱の防止に関する条例施行規則及び千葉市路上

喫煙等の防止に関する条例施行規則の廃止） 

２ 次に掲げる規則は、廃止する。 

（１）千葉市空き缶等の散乱の防止に関する条例施行規則（平成１０年

千葉市規則第５号） 

（２）千葉市路上喫煙等の防止に関する条例施行規則（平成１６年千葉

市規則第１４号） 

 （経過措置） 

３ 前項第２号の規定による廃止前の千葉市路上喫煙等の防止に関する

条例施行規則（以下「廃止前路上喫煙等規則」という。）第４条に規

定する路上喫煙等巡視員証については、この規則の施行の日から平成

２３年６月３０日までの間は、廃止前路上喫煙等規則第４条及び様式

第１号の規定は、なおその効力を有する。 

 

 

 



様式第１号 

 

 

 

 

 

 

（表） 

                第   号 

路上喫煙等・ポイ捨て防止巡視員証 

所  属 

           職 

氏  名 

生年月日 

 

上記の者は、千葉市路上喫煙等及び空き缶等の散乱の防止に

関する条例第９条第２項又は第３項の規定に違反した者に対する同条例第１４条の規

定による過料の処分に係る事務に従事する職員であることを証明する。 

 

 

 

 

年  月  日 発行（     年  月  日まで有効） 

千葉市長         印 

 

写  

   

    真 

 

（裏） 

千葉市路上喫煙等及び空き缶等の散乱の防止に関する条例（抜粋） 

 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定める

ところによる。 

（１）路上喫煙等 道路等において喫煙することをいう。 

（４）ポイ捨て 回収容器その他の定められた場所以外の場所に空き缶等を捨て

ることをいう。 

第８条 市長は、路上喫煙等が歩行者等の身体及び財産に対し特に危険を及ぼす

と認め、かつ、空き缶等の散乱を防止し、美しい街づくりを推進することが特

に必要と認められる地区を、路上喫煙等・ポイ捨て取締り地区（以下「取締り

地区」という。）として指定することができる。 

第９条（第１項省略） 

２ 何人も、取締り地区においては、路上喫煙等をしてはならない。 

３ 何人も、ポイ捨てをしてはならない。 

第１４条 第９条第２項又は第３項の規定に違反した者は、２０，０００円以下

の過料に処する。 

 



様式第２号 

 

 

 

   第   号 

 告 知 ・ 弁 明 書 

 

あなたは、次のとおり千葉市路上喫煙等及び空き缶等の散乱の防止に関する条例第９条（第

２項・第３項）の規定に違反しました。 

 

      年  月  日 

 

千葉市長         印 

 

１ 違反をした者の住所、氏名等 

住所  

氏名  生年月日 年  月  日 

連絡先  

 

２ 違反に関する事実 

違反の内容 
千葉市路上喫煙等及び空き缶等の散乱の防止に関する条例第９条 

□第２項違反  □第３項違反 

違反日時 年   月   日 午前・午後   時   分 

違反場所 千葉市    区 

  これは、千葉市路上喫煙等及び空き缶等の散乱の防止に関する条例第１４条の規定により過料処分

（金     円）の対象となります。 

この処分に先立ち、次のとおり弁明の機会を付与しますので、弁明したいことがあれば述べてくだ

さい。 

                                               

弁 明 書 

  年   月   日  

（あて先）千葉市長  

                       住所  

                    氏名  

 次のとおり、千葉市路上喫煙等及び空き缶等の散乱の防止に関する条例第１４条の規

定による過料処分に係る弁明書を提出します。  

  □  条例第９条（第２項・第３項）の規定に違反した事実を認めます。  

  □  次のとおり弁明します。  

     上記の違反事実については、 □ 覚えがない。 

    □ 誤りがある。 

                                              

                                              

   □  弁明書の提出期限までに弁明書を提出します。  

     弁明期限    年   月   日  



様式第３号 

千葉市達  第     号  

過料処分決定通知書 

 

 

 千葉市路上喫煙等及び空き缶等の散乱の防止に関する条例第１４条の規定により、次のとおり過

料に処する。 

 

      年    月    日 

 

千葉市長         印   

 

１ 過料処分を受ける者の住所、氏名等 

住所  

氏名  生年月日 年     月     日 

連絡先  

 

２ 違反に関する事実 

違反の内容 
千葉市路上喫煙等及び空き缶等の散乱の防止に関する条例第９条 

□第２項違反  □第３項違反 

違反日時 年     月     日 午前 ・ 午後      時      分 

違反場所 千葉市        区 

  

３ 過料処分の内容 

処分の内容 別紙納入通知書により、過料として金             円を支払うこと。 

 

（審査請求等について） 

 １ この処分についての審査請求は、この処分があったことを知った日の翌日から起算して３か月

以内に、千葉市長に対してすることができる。 

 ２ この処分の取消しを求める訴訟は、この処分があったことを知った日の翌日から起算して６か月

以内に、千葉市を被告として提起することができる。  

 


